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NIIの教育研修事業

• 各種講習会

• 専門研修

• 目録システム書誌作成研修

• 機関リポジトリ新任担当者研修

• 情報処理技術セミナー

• （学術情報ウェブサービス担当者研修）

• 総合研修

• NII実務研修

• 学術情報システム総合ワークショップ

• 大学図書館職員短期研修



学術情報システム総合WS

• 目的

• 大学図書館等と学術情報流通をとりまく環境は常に変化してお

り、それらをめぐる課題は個別の機関で解決不能な問題が増

えている。本ワークショップにおいては、様々な立場から、共通

する課題に連携・協力して取り組み、問題解決を図ることので

きる総合力を身につけることを目的とする。3回の短期集合研

修（前期・中期・後期）および自館における作業を通じ、自律的

に課題に取り組む姿勢を涵養する。

• 期間：約6ヶ月

• 参加者：8名



総合WSの進め方

• 第1回：6/30〜7/1

• （オンラインでの共同作業）

• 第2回：8/25〜8/26

• （オンラインでの共同作業）

• 第3回：11/1〜11/2

• （オンラインでの共同作業）

• 最終報告書の提出：12/16

• ツールによる支援

• ビデオチャット

• タスク管理システム



総合WSのテーマ

• 2013「デジタル化された資料の活用」

• 2014「学術情報サービスにおけるユーザー理解」

• 2015「NACSIS-CATの運用モデル再考」

• 2016「研究データを用いたサービスの調査・企画」

• 研究データを用いた、研究支援を目的としたウェブサービスを

現状やニーズの調査を踏まえて企画する。本ワークショップで

は蓄積した研究データをオープンにし、利活用することを想定

してサービスの企画を立てる。また、どのような蓄積・管理の在

り方が望ましいかも検討する。



NIIとオープンサイエンス



総合WSの（より大きな）テーマ

• サービス企画の方法論

• 現状からの積み上げではなく提供価値を追求する

• 仕様書への落とし込み

• すべての機能が必須であるどうかを確認する

• 単独では扱えない問題をコラボレーションで解決する！

岡本 真「サービスの企画」CC BY より抜粋



成果発表

• A班

• 機関内研究情報統合システム（IRIIS）の企画構想

• B班

• オープンデータ利活用総合基盤システム｢ODEN｣の企画

• 資料・報告書

• http://www.nii.ac.jp/hrd/ja/ciws/h28/curritxt.html

• 2017年度の総合WS

• テーマ検討中…
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